
藤原宮跡 ・京跡の調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1983年度，飛鳥藤原宮跡発掘調査部では，藤原宮・H-・j或において， i!ii而中門 ・w方's.術 ・日

高山など23存|ニにおよぶ発掘調読を実施した。以下に主要な調査の慨要を報告する。

1. 藤原宮跡

藤原宮西面中門 (第37次)の調査 本調交はj~Jiît宮の凹至および宮城門の確認調査のひとつと し

て実絡したものである。西而の宮城門のうち，中門を中心とした地域を対象に選び，中門の位

IiS:・規模および西町大厄と外濠の確認を目的として調査地域を設定した。検出した主な逃椛に

は藤原宮の西国大垣 SA258，同外濠 SD260，藤原宮廃絶以後の井戸 ・土峨などがある。

酋而大垣 SA258は宮の西隔を画する槻立位の大垣で，発掘区東南端で41i31分(総長10.64m)

を検出した。住聞は2.66m (9尺)等間で，これまでの調査で確認されている大屋の柱|品!と等し

い。この大垣の北側が凶ffJ中門の位白tにあたるが，1吋の地階は後|止の若 しL、iljlJ王子のためその痕

跡をとどめていなかった。しかし，宮の東西中il4b総が想定される位置は，大垣がとぎれる北端

の柱穴から北15.2mのところにあたる。この距向性を北に折り返すと南北30.4mとなり ，これま

でに明らかにされてきた宮城門と同じ桁行 5Ij~~ (総l三25.2m)，決問 21間 (総μ10.1m)の平市i規

模を持つ1"]/.1;この!日jに存在したと考えることができる。また，/JIH立泣からは離れていたが，I"J 

ji~J)H宮西îfli 中門制笠i立川凶
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凶 1(l iql川のJHJ円以と TJ~;(i 

にかつて使用されていた礎石と唐居!肢を各 1附発見した。

礎石は長さ133cm，帆138cm，厚さ87cmの花尚岩製で，平担

に加工した上而の一端に唐居!散との組合せ仕口とililh摺り穴

の半分をほりくぼめてある。唐居!放は長さ145cm，幅128cm，

厚さ40cmの花崩岩を加工したもので，上而を平坦にし.)十

而に寄せて蹴放し(.lt!!弦LlliJll)を造り出してある。蹴)ij{しの

一端は突出しており，その上面に方立の梢穴がうがたれ，

その脇下回にil4h招り穴の半分をほりくぼめである。今回出

土した磁石と唐h_if放は， その刺l摺り穴の位lu~ 1刻係から見て

直接には組み合うものではなし、が，同様の仕口をもっ他の

唐!百敷や礎石と組み合わされて，一対のものとして使用さ

れていたことは切らかである。このように原{立位を動いて

いるとはいえ，藤原官官以I"Jの礎石と唐居!肢が発見された

のは今回がはじめてであり ， 宮主主門の建築桃造の復原に~

重な資料を加えることができた。

西国外濠 SD260は，西岡大屋 SA258の耐を北流する索

掘りの南北大桃で. 25m分を検出した。この大都は，宮の

廃絶後も 10世紀末頃まで用水路として機能している。 東岸が著しく侵蝕されて き当初のm~M より

かなり広くなっており ，現状で傾12m，深さ1.5mである。

JIニ戸は 3基 (SE3440・3441・3442) を検出した。L、ずれも藤原宮の廃絶以後のもので，外法

に近接した{立世に掘られている。 SE3440は発掘区北端，外様の東岸にあり ，長さ82cmのj享仮

3段を井簡に組みあげた桃造で，底には礁が放きつめである。井戸の中からは 9世紀末の土探

や銭貨 2点(隆平ノ'k宝 ・貞1&ノ}ぐ主)が出土した。 SE3441は SE3440の西あり，直径約35cmのl刷

物を 3段に杭みifd-:l.その上に底部を抜いた土釜を据えてし、る。井戸の中からは10世紀後半の

黒色土慌の完形l払が 1点出土した。 SE3442は外法の南端西肩t'iilにあり .rl1i物を 2段に五日みあ

げたものである。

11-1土造物は外告訴から発見されたものが多く ，土保 ・瓦制のほかに木 ・金属 ・土製品，銭貨，

木簡等がある。土保は 8世紀前半のものが大部分で. 9 ~10世紀のものもある。盛古土総は49

点I:H土したが奈良H寺代の土伐の墨書に「宮Jr三合Jr政」などがある。瓦には藤原宮所用瓦が

多いが，奈良時代のものも少鈷ある。木製品には人形，多足机，土製品にはミニチュアの7E，

土馬がある。木簡は 2点tI:¥土したが. 1点は 「見奴久万呂」と読める。

今回の調11:では困問中ド'Jのi山花は検山できなかったが，大垣の位1丘からI"Jの存在が切らかと

なり ， さらに門に使用されていた礎石と倍居放がみつかり ， 宮~門の姿を知る うえで:t'l: illな資

料を得ることができた。
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藤原宮東方官街地i或(第38次)の調査 it長原宮東方官街地域では， これまで第30・35次調子tによ

って官街建物群を確認している。本調査もこれらの調子fとー辿のもので，官街の規朕や1生絡，

建物'trfの基本的な配i丘を明らかにする目的で笑施した。調有地は第35次調査区に商談している。

検出した主なi~W\:には抑立れ建物， 抑立1:1: Y;f. ， rtIi，土VTt道路などがある。

掘立住建物C(583300)は，第35次調交でその東半1fllがみつかっている。今回の調査では，

西半部411円分を検出し，この建物が桁行 9 間(総1~26. 37m，名付:11¥J2.93m等JlJJ)，渓!日]3111J(総j長8

18m， 11'央1I¥J3.50m，I d ，j脇 1 1\J 2.34m) の規模で， 村:筋のすべてに肢の~つ総柱の建物となることが

確定した。この結果，東方官術:f1!!域では，東から桁行12111J，終陥J211:¥Jの掘立位建物A，桁行11

H司，決IHJ21mで床束のある槻立れ建物B，掘立柱建物Cとし、ずれも東西に長大な建物が，陶仰l

J主筋をほぼ揃えて建ち並ぶという特徴のある建物配置をとり， しかもそれぞれの建物が床の有

無を含めて異な った平filiをもってし、ることが判明した。抑立れ建物Dは，桁行 211:¥]以上，決IBJ

31HJの身舎の京 ・南に比がつく南北椋の建物であるo 同.mrは建物Cの西にあり ，南斐村:列を建

物Cの南側l柱列に揃えて建ち，東方官術のー述の建物併のI出端に位111することがわかった。郷

立柱腕Eは建物Dの西約16mにある南北射で， 9 H1J分を確認した。住聞は約2.70 m ~; I~l] で， 東

方官街地域の西を|浪る施設であるo J);f.Eの間約 1mと16mの位i(iには， 紫捌りの椛が南北に走

り，想定東一与u大路先行条約の両側部と考えられる。これらの滞は，藤原宮JUJにも流路として

機能してし、たと思われ，岡市HlJの空間は宮内道路Fとして使用されていた可能性がある。

そのほか，B!物Cの隔に接-して桁行5間， 梁IHJ21HJ (九位11¥J2.25 m ~~'IIlJ)の東西棟建物， ME 

の西約5.6mの位置に南北J);f.1条を検出した。これらはj僚原宮Jmより 一時期古いものである。

このように本調布で東方1計fffの東西規模と建物の配i白状況の一部が明らかとなったが，まだ

その全貌をつかむに至っておらず，今後の調行にWJ侍するところが大きし、。
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2.藤原京跡

目高山 (第40次)の調査 桓原市営住宅建設にともなう事前調査である。調査地は藤原宮の南

約 300mの日高山丘陵上で，藤原京条坊では右京七条一坊東南坪にあたる。丘陵の北憾には藤

原宮所用瓦を焼いた日高山瓦窯が確認されている。丘陵上には古墳の痕跡すらみられなL、が，

周辺地減の調査で，整地土等から 4 世紀末~ 6 位紀前半の埴輸の出土例も多く ， 当該時期の古

加の存在が推定されていた。調査地ではすでに市営住宅 ・グランド造成の際に削平 .1J.¥el土がな

されており ，感土は厚いところでは4m ~こもおよんでいる。

調査商有{は約870m2で制査区の北似11で盲は，雌土下で旧地形を確認するにとどまったが，南側

では基底部一辺約18mの方以 (L1~. :i I LI 1りげn1韮を検出した。主体部，墳丘の大半はグランド

造成以前にすでに削平されており， j也山を l~ IJ り 111 した基底部を最高約 1 m残すだけであった。

古J1-tは丘陵の東斜面に築造されている。 瓜丘を周辺から画するため， 北 ・ 西・南側には巾 4 ~

5 m・深さ 1mの部状の掘り込みがされている。この底而に噴丘裾から約 1m雌れて円筒i直輸

がめぐる。12本分が原位IIIを保ち，各地輸とも約30cmの掘方にすえられていた。埴輸の間隔は

3 m弱とまばらである。原位置で確認した円筒J直輸のうち南側の 1本は，ほぼ完全な形で立っ

ていた。 古墳以外の遺構には，古!Jtのm状部の騒l土を切り込む土械がある。 6 .世紀後半~ 7 位

紀前半に抑り込まれたものである。

地輪列で検出した円筒tfli輸には，すべての個体に黒斑があり，第 1次調整のタテハケの後に

第 2次調整のB種ヨコハケがほどこされている。この特徴からみて，tiE[輸の年代は 51止紀前半

と考えられる。植輸列周辺からは，原{立lLiを保ってし、ないが，議形相輪(笠部・|割方針。 ・鶏形

町[輸等の形象埴輪も出土している。11合土 ・腕成等からみて，これらも日高山 1号墳にともなう

11 ル 111 1 号償 n ~土 1 1] /.ijJ~~輪 U ~.~II I 1号:-J.l'i突iUI胞1(0印は円筒埴輪)
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ものと考えられる。また， 11待状f~lJMl土中から 6 世紀前半のj直輸片も tl:\土している 。 相輪以外の

主な造物には，小釘を打ちつけた創n¥，、鉄板がある。倒唆した円筒植輸と混在して1-11土したもの

で，形状からみても木心鉄張輪鈍の破J-l-と考えられる。ほかには， 1号境削平後の捻l也土1:1'1か

ら金銅製耳環 1個体がLU土している。

以上，今回の調査で， 5世紀前半代の古lJtが検出でき，さらに， 6世紀代まで埋葬が引き続

きおこなわれていた兆候が認められたことは大きな成巣といえ よう 。 日高I.ua，it長原京造;蛍に

際して朱雀大路が貫通するため大規模な削平を受けており，丘陵上にかつて存在していた古坑

もその造蛍工事によ って破駿されたものと考えられてきた。 1:1高!J.11号墳を削平した後の整地

土からLH土した泣物等 も，上記の破峻がih藤原京造営にあたってなされた可能性が強いことを示

唆するものであり，従来の想定の議完全性をうらずけるものといえよう 。

日高1111号J:Tiの墳丘は，大半が地山を消IJりU:¥して造られたもので，これを基底部と し，原地

形の低い東側に主に封土を和んで築成されたものと考えられる。また，上記のように，小規模

古噴にもかかわらず，形象地輸を含むJrt(輸列が間続していたことは，こ の地域の古Jj~ 1時代のを!こ

会を考えるうえで興味深い資料となろ う。

藤原宮南面外周帯の調査 児童公園建設にともなう事前調査である。対象地には宮陥而外期待

.六条大路および宮域内先行条坊道協の四二坊坊間小路の存在が予想された。

j篠原宮Jむlの遺構には，調査区の東部で検山した南北部 SD01および，西部で検出した井戸S

E02がある。 SD01は楠 5~ 6m ・ 深さ L4m の規模で，滞在11土から弥生土保片， 7位紀末の

土師7.:-+・須恵然片，~燦原富所用の丸 ・ 平瓦j十 ， 向l り掛けが1+'，土している 。 S E02は井筒組の井

戸である。O.95 m X O. 75 mの規模で，深さは 2.6mあり，底には傘大の円僚が敷きつめられて

いた。 調査区内に想定されていた六条大路北側部および，先行条坊道路凶二坊坊間小路西似IJ11~

は想定位iiS:には存在せず，

後枇の削平によって消失

したと考えられる。 SD

01は西ー坊大路と凶二幼

大路のほぼ中央に{立位す

る。U:¥土造物からみて，

藤原宮のH刺UJに機能して

いたことが確認できる。

藤原宮の宮外間帯にtJj間

小路が通っていたとは考

えがたいので，S D01の

性絡については，先行条

:J:)j道路の束。I.lJmを掘り ~l; i{"i)J;l '，'Zî!!iïHJ也以 i立桃配 ílV~図
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げたもので，六条大路周辺の排水を集め，宮南面外周干wを右前倒i

して宮の南外法に流し落す基幹排水量おとして機能していたと考

える のが妥当であろ う。

国道165号線バイパス (第39次)の調査 本調査は国道 165号線

植原パイパス建設工事にともなう 事前調査である。調査1也は藤

原京条坊地割では，布京二条三坊東南坪 ・三条三坊東北坪に含

まれ，宮に西援する西二坊大路から西へ約40mの位置にあたっ

ている。調査は 2箇所にわけで行ない，北区には南北長99m，

楠 7m，南区には南北長70m，幅 4mのトレンチを設定した。

検1:1:lした主な遺備は古墳時代 (5/JU:己)の竪穴住居 2，藤原宮JtJJ

の建物 9，jjJf 4，道路 2，"1"'1止の建物 5，;)1'戸 1である。

道路遺構は，宮に北援するこ条大路 SF3200の西延長部と三

条々 11"1小路 SF07である。二条大路は側溝心々聞の距離が16，2

mで，路間幅15mを測る。三条 4間小路については北側溝のみ

を検出した。北調査区の北端で検出した藤原宮lUJの建物は， 二

条三坊東南坪内にあり ，-1:1穴の切り合い関係から 2時期に分か

れる。古いH寺j切には， ~~間 4 問 ( 10尺て~'; /I:J) 以上の東西棟 S B01 

と梁|胡21M](9尺等11iJ)の東西線 SB02の2棟が南北に並んで建

てられている。両者は住筋を揃えており ，隣棟間隔は10尺であ

る。新しいl時期の建物には，身舎のlt聞が 9尺等|甘jで，東西前

而に11尺の出の耐をもっ桁行 3間以上の南北棟 SB03がある。

SB03と併存すると考えられる 2条のWSA04・05は，S B03 

の荷妻からそれぞれ30尺， 75尺南に離れて存在する。これら 2

H寺湖の建物はー坪の東西中ilijh線付近に立てられている。また，

トレ ンチの西端から凶へ約15mの位世が坪の南北中取h綴にあた

るので，これらの建物は坪内の中心的な建物鮮の一部にあたる

ものと考えられる。

藤原京内の宅地の笑態を解明する作業は，開発の進展ともか

らんで急務である。 しかし，坪内宅地を大規模に発掘調脊ー した

例はま だ少なく，宅地内の様子についてはま だ不明なところが

多い。今回の調査で倹出した 211寺j切にわたる大規模な建物は，

今後，j藤原京内の宅地のあり方を考えるうえで重要な資料とな

ると考えられる。 (.j:-t_L守初ー・)'oj-: 修)
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1983年度飛μjjt，iJj~ ':!_\'跡発抑制査部調査一見

調査地区 |遺跡 ・調設次数

6AJK-F li脱原宮 37 

6AJF-B 藤原宮 38 

6AJ J-A-C 篠原京 39 

6 AWK-H 1 j(j，i原京 40 

6AWR-F 

6AJG-U'T 

6AJH-S 

6AMF-A 

6AJF-T 

6AJM-C 

6AJC-N 

6AWG-L 

6AJH-R 

6AWR-S 

6AJB-R 

6AWR-S 

6AML-D 

6AMB-U 

6AMH-N 

6AMH-N 

6AJF-P 

6AJN-K 

6AMN-P 

6BMY-B 

jf!.H原京 37-1 

j脱原宮 37-2 

除原京 37-3 

藤原京 37-4 

藤原宮 37-5 

1刷版宮 37-6 

jfl.¥原京 37一7

j(長原京 37-8 

j(，高原京 37-9 

jft，H原京 37-10 

j(t，i原宮 37-11

j(l，¥原京 37-12

j(.li原京 37-13 

i除原京 37ー14

藤原京 37-15 

膝JJjTJt~ 37-16 

jjl.i原宮 37-17

j(f.iITfi京 37-18

1除原京 37-19 

水虫色間io;'i' 2 

調査 j切fl¥j lilli 考

58. 8. 1-58. 12. 3 1， 008 m • 1西而'l，r"J
58. 12. 1-59. 3. 28 1， 350 m • 1来方官術 | 

59. 1，23-59. 4. 10 1，405 m'l ~!dl二条三例i雨坪，m-I三条三J;JjJli北坪

59. 3. 1-59. 4.191 870m.1布京七条一切東南呼1 l:I/um-1 (口i:O:j山)

58. 4. 2-58. 4. 14 

58. 4. 18-58. 5. 7 

58. 4， 27 -58. 4. 28 

58. 6. 6 

58. 8. 1-58. 8. 2 

58. 8. 5-58. 9. 13 

58. 9. 13-58. 9. 17 

58. 9. 19-58. 9. 21 

58. 9. 19-58. 10. 4 

58.10.17-58.10.18 

58.10.24 

58. 10. 25-58. 10. 28 

58.11. 4 

58. 11. 24-58. 11. 26 

58.12. 7 

58. 12. 7-58. 12. 8 

l58U124ロ
5臼8.1ロ2.1悶9-5臼8.12.21

58. 5. 26-58. 5. 27 

58. 5. 19-58. 6. 3 

45m21;布京八条三坊

350m21宮西南地域

16. 5m2
1 :右京七条二J')i

13m21:左京八条凹坊

21m21 'g凶方官11日J也j或

630m21刊行市外}!ij;:日

42m21:左京六条三坊西北五1;.

30m 2 1 た;J ~八条三りJ

43m21 ;{ .. i京七条こりJ東北坪

14m21 ;( .. i京八条l瓜t)ji!!i北坪

10m2 
I宮東方古街地域

24m21 ;(j京八条lillijj東北坪

15m21左京九条こりJ東南坪

13m21 ;左京九条三りi

8m2
1 左京十二条三坊西:Ir.坪

9m2
12'i.:J;ト卜二条三りJ西北坪

12m21内以西)j

30m21左京二条三坊・西:1じ坪

16m21右京十条一以ii!1i北町ー

150m' I o;'jd)主束三|三部

5BYD-L'M IILlru寺 5 I 58. 5. 10-58. 10目 31I 527m21球団廊

6 AM  D-U 1 J[H~~f哨i}Jf(宮悦定地 1 58. 7. 18-59. 2. 20 11， 405 m • 1石村l逃跡釘 3次

6AMD-O・P.R. sl Ji~ぬ浄御原宮Hf定地 I 58. 5. 9-58. 5.10 I 190m21石神周辺A

6AMD-W 飛鳥浄御係官~fりとj也 1 58. 8.29-58. 9. 2 1 10m' I石神周辺B

5BAS-Q 飛応寺周辺 C 158. 4. 7-58. 4.12 I 20m21前立Jじ方

5BAS-A'B I飛鳥寺川辺 o I 58. 5.12-58. 5.13 1 14m' Iキ城東部

5BAS-B I飛鳥寺周辺 E I 58. 7. 6-58. 7. 7 I 5. 5 m 2 I苅=城東部
5BAS-B I飛鳥寺周辺 F I 58. 10. 6-58. 10. 7 1 5m 2 I :1じ回廊

5 BA S-J 1 j]~応寺J?，jjll G 1 58. 11. 10-58. 11. 11 1 7. 5 m 2 1寺域西方

5BAS-E 飛X.同州辺 H '59. 1.10-59. 1.11' 45m21寺域東北

5BAS-E 飛，む寺周辺 r 58. 12. 21-58. 12. 22 12 m 2 1 " 

5BAS一D 飛，C，}刊ミ苛.'j'J刊二i'J?向J羽~j辺!l J 5臼9.1. 17-5印9.3.2幻7 5臼2m'叶1~守J右J域雨

5BAS 一D 飛飛.

6AKH一H 川原寺J，川"冴引『可4心i辺型 5臼8.11.1凶8 4m' 子守‘与~d域或四ブ方f 

I 6 A山AKりJ一C 定叫林寺 59. 2. 15 I 15 m 2 制問

17 
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